
地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

平成１８年３月、旧伊那市、高遠町、長谷村が合併し、新伊那市が発足した。新伊那市は、面積が広く、河岸段丘等に
よる地形の起伏が大きいのが特徴で、山間部にも集落が点在しているため、市街地までのアクセスに不便な地域も多
い。
合併後においても、旧市町村ごとに行われていた独自の交通施策を引き継いで実施してきたが、様々な種類の交通施
策が混在して分かりにくい上に、地域ごとのサービス水準にも格差があり、これらを調整するため、平成２０年２月、「伊
那市地域公共交通総合連携計画」を策定し、平成２０年度から平成２２年度までの３年間にわたり、地域公共交通活性
化・再生総合事業を活用し、伊那市地域公共交通協議会が実証運行を行い、地域に適した公共交通の構築を進めて
きた。
市内のうち、高遠町区域及び長谷区域は、過疎地域自立促進特別措置法及び山村振興法の適用区域である。ジェイ
アールバス関東（株）が運行し、高遠町・長谷両区域と市街地とを結ぶ唯一のバス路線である高遠線は、市街地の総
合病院や大規模な商店等が市民の日常生活機能を担う中で、過疎化の進む両区域に居住する高齢者等を中心に、
生活に必要不可欠な交通として機能している。また、高遠町区域に存する高遠高等学校への通学並びに高遠町・長谷
両区域及び高遠線沿線地区から市街地の高等学校への通学、更には鉄道に乗り換えて郡内の高等学校に通学する
学生にとっても欠くことのできない路線である。
伊那市においては、この地域間交通ネットワークである高遠線を軸に市街地と周辺地域を結ぶ路線バス、循環バス等
により構成される公共交通機関網が広がっている。車を運転できない学生や高齢者等の交通弱者にとって、これらの
公共交通機関網は生活に不可欠な路線である。しかしながら、自家用車の普及により、多くの路線において利用者は
減少を続け、収支悪化により路線の維持が困難になりつつある。
このため、地域公共交通確保維持事業により、住民の生活交通手段を存続させていくことが必要である。
また、上記の路線に加え、市街地を中心とした公共交通需要への対応及び周辺の交通空白地域の解消のため、市街
地における循環バス、周辺地域における循環タクシー及びデマンドタクシーを協議会が運行し、市内の公共交通ネット
ワークの構築を図る。
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